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特集

犬のフン害にフン概
進む住環境整備

8月21日に開催された「日出町商工会納涼盆踊り大会」詳細は11ページ



手
ぶ
ら
で
散
歩
は
ル
ー
ル
違
反
で
す

犬
の
フ
ン
害
に
フ
ン
慨

　

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
、
愛
犬
と
の
散
歩
の
と
き
フ
ン
の
後
始
末
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

　

役
場
に
は
犬
の
フ
ン
害
に
よ
る
苦
情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
あ
な
た
の
愛
犬
が
近
所
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
い
た
と
し
た
ら
、
あ
な
た
は
と
て
も

悲
し
い
気
持
ち
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

愛
犬
家
の
あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
愛
犬
が
、
地
域
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
る
よ
う
に
飼
い
主
と

し
て
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す

　

健
康
ブ
ー
ム
の
中
、
愛
犬
と
一
緒

に
散
歩
を
楽
し
む
人
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
犬
の
フ
ン
害
に
対
す
る

苦
情
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
出
町
に
は
２
０
３
３
頭

の
飼
い
犬
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
ほ

と
ん
ど
の
飼
い
主
は
き
ち
ん
と
マ
ナ

ー
を
守
り
、
愛
犬
と
の
生
活
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
心
無
い
ご
く
一
部
の
飼

い
主
の
た
め
に
、
町
の
美
観
が
損
な

わ
れ
、
さ
ら
に
は
不
衛
生
な
環
境
も

生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

町
に
は
、「
犬
の
フ
ン
が
多
く
散
歩

を
楽
し
め
な
い
」、「
公
園
で
子
ど
も

が
フ
ン
を
触
り
そ
う
で
不
安
」
な
ど
、

犬
の
フ
ン
害
に
対
す
る
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。　

不
衛
生
な
犬
の
フ
ン

　

犬
の
フ
ン
に
は
寄
生
虫
の
卵
や
、

い
ろ
い
ろ
な
バ
イ
菌
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
と
て
も
不
衛
生
で
す
。

　

公
園
で
は
、
小
さ
な
子
ど
も
が
た

く
さ
ん
遊
ん
で
い
ま
す
。
も
し
、
誤

っ
て
触
っ
て
し
ま
い
、
バ
イ
菌
の
つ

い
た
手
で
お
菓
子
な
ど
を
食
べ
て
し

ま
う
と
、
病
気
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

地
域
の
方
は
見
て
い
ま
す

　
「
誰
も
見
て
い
な
い
し
、
ま
あ
い

い
か
」
と
後
始
末
を
し
な
い
飼
い
主
。

意
外
に
地
域
の
方
は
見
て
い
る
そ
う

で
す
。
中
に
は
、
ス
コ
ッ
プ
や
ビ
ニ

ー
ル
袋
な
ど
を
持
ち
歩
い
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
フ
ン
の
後
始
末
を
せ

ず
に
通
り
過
ぎ
る
方
も
い
る
そ
う
で

す
。

　

住
ん
で
い
る
地
域
に
犬
の
フ
ン
が

落
ち
て
い
る
と
誰
で
も
気
持
ち
よ
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
方
に
不
快
感
を
与
え
る
こ

と
な
く
、
ま
た
住
民
間
の
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
た
め
に
も
、
飼
い
主
と
し
て

の
き
ち
ん
と
し
た
マ
ナ
ー
を
心
が
け

た
い
も
の
で
す
。
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景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
毎
日
の

散
歩
が
日
課

　

15
年
前
か
ら
健
康
の
た
め
に
と
、

毎
日
夫
婦
で
城
下
海
岸
を
散
歩
し
て

い
る
菅
さ
ん
夫
妻
。
海
風
に
あ
た
り

な
が
ら
安
心
し
て
歩
け
る
こ
の
コ
ー

ス
が
気
に
入
っ
て
い
る
と
言
い
ま

す
。

　

城
下
海
岸
に
は
犬
を
連
れ
て
散
歩

し
て
い
る
人
も
た
く
さ
ん
見
か
け
ま

す
。「
以
前
に
比
べ
マ
ナ
ー
も
良
く
な

り
、
最
近
で
は
犬
の
フ
ン
も
少
な
く

な
り
ま
し
た
」
と
。
そ
れ
で
も
た
ま

に
見
か
け
る
と
、
や
は
り
不
快
な
気

分
に
な
る
と
言
い
ま
す
。「
景
色
を
楽

し
み
な
が
ら
散
歩
し
て
い
る
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
最
低
限
の
マ
ナ
ー

は
守
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

犬
は
家
族
の
よ
う
な
も
の

　

ボ
ー
ダ
ー
コ
リ
ー
の
マ
リ
ち
ゃ
ん

が
島
末
さ
ん
の
家
に
来
た
の
は
２
年

前
。
朝
晩
２
回
の
散
歩
を
夫
婦
で
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
必
ず
持
ち

歩
き
ま
す
。

　

「
マ
リ
ち
ゃ
ん
は
家
族
の
よ
う
な

存
在
、
マ
リ
ち
ゃ
ん
の
お
か
げ
で
夫

婦
の
会
話
も
弾
み
ま
す
」
と
島
末
さ

ん
。
き
ち
ん
と
し
た
マ
ナ
ー
を
身
に

つ
け
る
た
め
、
し
つ
け
教
室
に
も
通

い
ま
し
た
。
マ
リ
ち
ゃ
ん
へ
の
愛
情

の
深
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

「
放
置
さ
れ
た
犬
の
フ
ン
を
見
か

け
る
と
、
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
み
ん

な
が
同
じ
よ
う
な
目
で
見
ら
れ
る
の

が
と
て
も
残
念
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

動
物
を
飼
う
以
上
は
最
後
ま
で

面
倒
を
見
て
ほ
し
い

　

内
堀
で
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
忠
犬
堂

を
営
む
寺
司
豪
た
け
し
さ
ん
。
ト
リ
ミ
ン
グ

や
ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
、
犬
の
雑
貨
を
販

売
し
て
お
り
、
店
内
に
は
お
し
ゃ
れ

な
ペ
ッ
ト
用
品
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

動
物
が
大
好
き
と
い
う
寺
司
さ

ん
、「
動
物
を
飼
う
に
は
、
そ
れ
な
り

の
覚
悟
が
必
要
」
と
話
し
ま
す
。

　

「
た
だ
、
か
わ
い
い
か
ら
と
い
う

よ
う
な
中
途
半
端
な
気
持
ち
で
動
物

を
飼
わ
な
い
で
も
ら
い
た
い
。
よ
く

ペ
ッ
ト
は
家
族
の
一
員
だ
と
い
う

が
、
そ
れ
な
ら
、
ペ
ッ
ト
の
面
倒
を

最
後
ま
で
見
て
ほ
し
い
。
フ
ン
の
後

始
末
な
ど
は
当
然
の
こ
と
で
す
」
。

　

た
し
か
に
、
自
分
の
子
ど
も
が
ウ

ン
チ
し
た
ら
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

親
は
い
な
い
は
ず
で
す
。

　

寺
司
さ
ん
は
、「
以
前
は
、
番
犬
と

い
う
意
味
で
犬
を
飼
う
人
が
多
か
っ

た
が
、
最
近
は
愛
犬
家
も
増
え
、
そ

れ
に
伴
い
マ
ナ
ー
も
向
上
し
て
き
た

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
の
到
来
や
ス
ト
レ

ス
社
会
の
中
、
ペ
ッ
ト
に
癒
し
を
求

め
る
人
た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
健
康
ブ
ー
ム
も
重
な
り
、
愛
犬

と
一
緒
に
散
歩
を
す
る
人
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
ペ
ッ
ト

を
家
族
同
然
に
考
え
、
ペ
ッ
ト
生
活

を
楽
し
む
方
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

　

犬
の
散
歩
は
犬
に
と
っ
て
ス
ト
レ

ス
発
散
、
健
康
、
飼
い
主
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
、
そ
し
て

排
出
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
必
要
な

も
の
で
す
。

　

「
気
持
ち
よ
い
散
歩
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
。
そ
し
て
周
り
の
方
に
不
快

な
思
い
を
さ
せ
な
い
で
ほ
し
い
」
と

話
す
寺
司
さ
ん
。「
散
歩
時
は
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ス
コ
ッ
プ
、

水
の
入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
、

最
低
限
必
要
な
も
の
を
持
ち
歩
き
ま

し
ょ
う
」
。

（上仁王）
菅　喜美雄さん・哲子さん夫妻

（西区）
島末　光子さん・マリちゃん

忠犬堂オーナー　寺司　豪さん
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進む住環境整備
　着々と進む道路整備と上水道の整備、そして下水道の
普及率100％を目指し計画的に整備を行っています。
　周辺地域の方にはご迷惑をおかけすることがあるかと思
いますが、ご理解をお願いします。

■道路整備（①～⑥）

　日出町では、地域間や主要道路へのアクセス向上のための改良・拡幅工事や生
活道路整備事業として、地域住民の生活に密着した道路の整備を行っています。

■上水道整備（⑦～⑪）

　日出町では、安定した水の供給を図り、地域住民の公衆衛生の向上と生活環境
の改善に向けて、上水道の整備を計画的に行っています。

■下水道整備（⑫～⑭）
　
　下水道は、私たちが生活するうえで排出する汚水をきれいに処理し、快適な生
活と地球環境を守っています。
　日出町では、下水道の普及率１００％を目指し、計画に沿って整備を行ってい
ます。

�



①
町
道
鳴
川
今
井
線

　

道
路
改
良
工
事

■
事
業
地
区　

豊
岡
西
の
二

■
工
事
期
間　

８
月
～
12
月
末

■
施
行
延
長　

３
６
０
ｍ

■�

工
事
概
要　

本
路
線
は
、
豊
岡
マ
ル

シ
ョ
ク
北
部
に
位
置
す
る
生
活
道
路

で
あ
る
が
幅
員
が
２
～
３
ｍ
と
狭
く
、

Ｕ
タ
ー
ン
す
る
場
所
さ
え
あ
り
ま
せ

ん
。
幅
員
５
ｍ
の
道
路
改
良
を
行
い
、

地
域
生
活
の
安
全
を
図
り
ま
す
。

②
町
道
二
本
榎
弥
四
郎
線

　

改
良
工
事

■
事
業
地
区　

藤
原
南
部

■
工
事
期
間　

６
月
～
８
月
末

■
施
行
延
長　

２
３
０
ｍ

■�

工
事
概
要　

藤
原
地
区
の
生
活
道
路

　

�

（
通
学
路
）
で
幅
員
が
３
～
４
ｍ
と

狭
く
、
離
合
の
で
き
な
い
道
路
で
す
。

　

�　

地
域
生
活
の
安
全
・
利
便
性
を
図

る
た
め
、
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
南

側
交
差
点
を
改
良
し
、
部
分
的
に
６

ｍ
の
幅
員
を
確
保
し
ま
す
。

③
町
道
大
峯
平
原
線
道
路

　

改
良
工
事

■
事
業
地
区　

川
崎
平
原

■
工
事
期
間　

７
月
～
10
月
末

■
施
行
延
長　

２
７
０
ｍ

■�

工
事
概
要　

川
崎
運
動
公
園
に
隣
接

す
る
道
路
で
幅
員
が
３
ｍ
と
狭
く
、

歩
行
者
の
通
行
に
危
険
が
伴
い
ま

す
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
か
ら
南
に
向
け

て
幅
員
６
ｍ
の
道
路
改
良
を
行
い
、

地
域
生
活
の
安
全
を
図
り
ま
す
。

④
町
道
平
原
深
江
港
線

　

道
路
改
良
工
事

■
事
業
地
区　

大
神
中
央
・
軒
の
井

■
工
事
期
間　

７
月
～
10
月
末

■
施
行
延
長　

５
０
０
ｍ

■�

工
事
概
要　

大
神
小
中
学
校
か
ら
深

江
港
を
結
ぶ
幹
線
道
路
で
す
。
交
通

量
も
多
く
舗
装
の
傷
み
も
著
し
い
の

で
大
神
小
中
学
校
交
差
点
か
ら
港
に

向
け
て
一
部
舗
装
を
打
ち
替
え
ま
す
。

⑤
町
道
臨
港
１
号
線
舗
装
工
事

■
事
業
地
区　

川
崎
則
次

■
工
事
期
間　

10
月
～
12
月
末

■
施
行
延
長　

２
０
０
ｍ

■�

工
事
概
要　

日
出
港
（
工
業
団
地
）

臨
港
道
路
と
し
て
大
型
車
の
交
通
量

が
多
い
路
線
で
す
。
本
年
度
７
月
に

橋
梁
が
開
通
し
、
川
崎
地
区
か
ら
の

交
通
量
も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

舗
装
の
傷
み
も
著
し
い
こ
と
か
ら
、

路
面
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

町道二本榎弥四郎線

町道大峯平原線

町道平原深江港線

町道鳴川今井線
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⑥
町
道
山
田
線

　

道
路
改
良
工
事

■
事
業
地
区　

豊
岡
影
の
木

■
事
業
区
間　

７
月
～
８
月
末

■
施
行
延
長　

４
０
ｍ

■�

工
事
概
要　

豊
岡
小
学
校
の
建
替
え

に
あ
わ
せ
、
小
学
校
西
門
に
隣
接
す

る
道
路
を
一
部
拡
幅
し
、
子
ど
も
た

ち
及
び
地
域
生
活
の
安
全
を
図
る
た

め
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
を
行
い

ま
す
。

⑦
町
道
大
峯
平
原
線

　

配
水
管
布
設
工
事

■
事
業
地
区　

川
崎
平
原

■
工
事
期
間　

８
月
下
旬
～
９
月
下
旬

■
工
事
概
要　

延
長
１
９
３
ｍ

■�

事
業
概
要　

町
道
大
峯
平
原
線
の
道

路
改
良
工
事
に
合
わ
せ
て
、
上
水
道

配
水
管
の
布
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

⑧
町
道
暘
谷
駅
北
口
線

　

配
水
管
布
設
工
事

■
事
業
地
区　

日
出
佐
尾

■�

工
事
期
間　

９
月
上
旬
～
10
月
下
旬

■
工
事
概
要　

延
長
１
７
６
ｍ

■�

事
業
概
要　

日
出
高
校
跡
地
の
町
道

歩
道
部
に
、
上
水
道
配
水
管
の
布
設

工
事
を
行
い
ま
す
。

⑨
町
道
桑
の
木
線
配
水
管

　

布
設
工
事

■
事
業
地
区　

日
出
上
仁
王

■�

工
事
期
間　

９
月
中
旬
～
10
月
下
旬

■
工
事
概
要　

延
長
85
ｍ

■�

事
業
概
要　

配
水
管
未
整
備
地
区

　

に
、上
水
道
の
安
定
供
給
を
図
り
ま
す
。

⑩
町
道
鳴
川
今
井
線

　

配
水
管
布
設
替
工
事

■
事
業
地
区　

豊
岡
今
井

■�

工
事
期
間　

10
月
上
旬
～
12
月
中
旬

■
工
事
概
要　

延
長
２
５
５
ｍ

■�

事
業
概
要　

町
道
鳴
川
今
井
線
の
道

路
改
良
工
事
に
合
わ
せ
て
、
上
水
道

配
水
管
の
布
設
替
工
事
を
行
い
ま
す
。

⑪
上
仁
王
配
水
池

　

築
造
工
事

■
事
業
地
区　

日
出
上
仁
王

■
工
事
期
間　

５
月
中
旬
～
３
月
中
旬

■�

工
事
概
要　

用
地
造
成
ス
テ
ン
レ
ス

製
配
水
池
（
容
量
１
０
０
ト
ン
）設
置

■�

事
業
概
要　

上
仁
王
地
区
の
上
水
道

安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
配
水
池
築

造
工
事
を
行
い
ま
す
。

町道臨港１号線

町道山田線

町道暘谷駅北口線

町道桑の木線
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⑫
町
道
暘
谷
駅
北
口
線　

　

汚
水
管
布
設
工
事

■
事
業
地
区　

日
出
佐
尾

■
工
事
期
間　

８
月
上
旬
～
８
月
下
旬

■
工
事
概
要　

延
長
74
ｍ

■�

事
業
概
要　

日
出
高
校
跡
地
内
の
町

道
歩
道
部
に
、
下
水
道
管
の
布
設
工

事
を
行
い
ま
す
。

⑬
町
道
鳴
川
今
井
線　

　

汚
水
管
布
設
工
事

■
事
業
地
区　

豊
岡
今
井

■�

工
事
期
間　

８
月
上
旬
～
平
成
23
年

１
月
中
旬

■
工
事
概
要　

延
長
２
３
５
ｍ

■�

事
業
概
要　

町
道
鳴
川
今
井
線
の
道

路
改
良
工
事
に
合
わ
せ
て
、
下
水
道

管
の
布
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

⑭
小
田
城
浄
水
場

　

低
炭
素
化
構
築
事
業

■
事
業
地
区　

豊
岡
是
城

■�

工
事
期
間　

８
月
下
旬
～
12
月
中
旬

■�

工
事
概
要　

太
陽
光
発
電
装
置
・
高

効
率
ポ
ン
プ
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
置

■�

事
業
概
要　

電
力
消
費
を
抑
え
て
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
寄
与

す
る
た
め
工
事
を
行
い
ま
す
。

上仁王配水池完成イメージ写真

小田城浄水場

　
「
道
路
の
日
」
の
８
月
10
日
、「
道

路
用
地
無
償
提
供
者
感
謝
状
贈
呈

式
」
が
行
わ
れ
、
町
道
の
改
良
工
事

に
あ
た
り
、
土
地
を
無
償
で
町
に
提

供
し
た
27
人
の
地
権
者
に
対

し
て
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈

り
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
地
権
者
11
人
と

地
元
区
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
工
藤
町
長
が
「
町

が
用
地
を
買
収
し
工
事
に
か

か
る
に
は
、
か
な
り
の
期
間
と

予
算
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ

う
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
協

力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
す

ぐ
に
工
事
に
着
工
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
地
域
の
利
便
性

向
上
の
た
め
に
ご
協
力
し
て

く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
感
謝
の
意
を
述
べ

ま
し
た
。

　

今
回
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
の

は
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て

土
地
を
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
方
で
、
町
道
二
本
榎
弥
四

郎
線
や
町
道
大
峯
平
原
線
、
町

道
鳴
川
今
井
線
な
ど
９
路
線

で
改
良
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

式に出席した地権者と地元区長

「
地
域
の
役
に
立
て
れ
ば
」と

町
に
道
路
用
地
を
無
償
提
供

�



本
年
10
月
に
、国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す 

⑥

国
勢
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

●
問
合
先

　

総
務
課
広
報
広
聴
係　

　

☎
73
‐
３
１
５
０

　

本
年
10
月
に
「
国
勢
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん

で
い
る
す
べ
て
の
人
や
世
帯
を
対
象
と
す
る
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査

で
、
国
内
の
人
口
や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
５
年
ご
と
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
は
国
勢
調
査
員
が
調
査
票
を
世
帯
ご
と
に
配
布
し
、
調
査
員
ま
た
は
町

に
直
接
調
査
票
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

国
勢
調
査
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
、

国
内
の
人
口
実
態
を
把
握
し
、
各
種
行

政
施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
国
の
最

も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
す
。

　

今
回
の
調
査
は
人
口
減
少
社
会
に
お

け
る
最
初
の
国
勢
調
査
と
な
り
、
平
成

22
年
国
勢
調
査
は
、
人
口
減
少
社
会
に

対
す
る
様
々
な
施
策
の
立
案
の
た
め
に

も
、
従
来
に
も
ま
し
て
重
要
な
統
計
調

査
と
な
り
ま
す
。

　

国
勢
調
査
で
は
、
人
口
を
漏
れ
な
く
、

ま
た
、
重
複
な
く
把
握
す
る
こ
と
が
基

本
で
あ
り
、
正
確
な
統
計
結
果
を
得
る

た
め
に
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
最
も
重

要
で
す
。

　

９
月
下
旬
か
ら
、
国
勢
調
査
員
が
皆

さ
ま
の
お
宅
に
調
査
票
の
配
布
と
受
取

り
に
伺
い
ま
す
。

　

今
回
の
国
勢
調
査
で
は
、
調
査
票
の

封
入
提
出
方
式
が
全
面
導
入
さ
れ
、
調

査
票
の
中
身
を
調
査
員
が
確
認
す
る
こ

と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
調
査
員
に
よ
る
回
収
か
郵
送

に
よ
る
提
出
か
を
、
世
帯
が
選
択
す
る

方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
調
査
票
提

出
時
に
は
調
査
項
目
に
記
入
漏
れ
の
な

い
こ
と
を
確
認
の
う
え
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
調
査
員
が
お
伺
い
し
た

際
に
説
明
し
ま
す
。

これまでの国勢調査の結果

国勢調査年 人　　口

昭和45年 20,207人

昭和50年 20,326人

昭和55年 21,464人

昭和60年 22,564人

平成　2年 23,589人

平成　7年 24,433人

平成12年 26,142人

平成17年 27,640人

�

制度改正や手続きなどの、暮らしに役立つ情報をお知らせします

知
っ
て
お
き
た
い
町
政
情
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次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、
10
月
支

給
分
の
年
金
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
を
天

引
き
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
申
し
出
に
よ
り
天
引
き
せ
ず

に
口
座
振
替
（
普
通
徴
収
）
に
替
え
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の
場
合
す
で

に
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
も
、
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
特
別
徴
収　

年
金
か
ら
の
天
引
き
。

○�

普
通
徴
収　

納
付
書
や
口
座
振
替
に

よ
る
納
付
。

■
特
別
徴
収
対
象
者　

　

�　

次
の
全
て
の
条
件
に
該
当
す
る
と

特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

○
世
帯
主
で
あ
る
こ
と
。

○�

国
保
加
入
者
全
員
が
65
歳
以
上
75

歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

○�

世
帯
主
も
国
保
に
加
入
し
て
お
り
、

国
民
健
康
保
険
税
特
別
徴
収
の
お
知
ら
せ

保
険
税
を
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す

そ
の
世
帯
主
が
年
額
18
万
以
上
の
年

金
を
受
給
し
て
い
る
こ
と
。

○�

介
護
保
険
料
も
特
別
徴
収
に
な
っ
て

い
る
こ
と
。

○�

介
護
保
険
料
と
国
保
税
の
合
算
額
が

年
金
額
の
1/2
を
超
え
な
い
こ
と
。

■
申
告
の
際
の
注
意
点

　

�　

納
め
た
国
保
税
は
確
定
申
告
な
ど

の
際
、
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
特
別

徴
収
さ
れ
た
場
合
は
、
天
引
き
さ
れ

た
年
金
の
名
義
人
だ
け
し
か
こ
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

�　

た
だ
し
、
口
座
振
替
を
選
択
す
れ

ば
、
そ
の
口
座
の
名
義
人
が
控
除
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■�

問
合
先　

健
康
増
進
課

　

☎
73
‐
３
１
３
３

　

日
出
町
福
祉
健
康
推
進
大
会
で
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
者
・
金
婚
者
を
表
彰
し
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
大
会
日
時　

　

11
月
17
日
（
水
）　

９
時
30
分
～

■
と
こ
ろ　

町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

■
表
彰
該
当
者

○
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者　

　

�　

昭
和
25
年
12
月
31
日
ま
で
に
婚
姻

さ
れ
た
ご
夫
婦
。

○
金
婚
者　

　

�　

昭
和
35
年
12
月
31
日
ま
で
に
婚
姻

さ
れ
た
ご
夫
婦
。

＊�

こ
れ
ま
で
に
、
す
で
に
表
彰
を
受
け

た
方
は
除
き
ま
す
。

■
申
請
書　

　

�

福
祉
対
策
課
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

■
申
請
期
限　

10
月
18
日
（
月
）

■�

申
請
・
問
合
先　

福
祉
対
策
課
障
害

福
祉
係
☎
73
‐
３
１
２
１

日
出
町
福
祉
健
康
推
進
大
会

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
、

金
婚
者
を
表
彰
！

申
請
が
必
要
で
す

　

今
年
度
よ
り
、
子
ど
も
手
当
が
開
始
さ

れ
、
中
学
生
ま
で
の
児
童
に
つ
い
て
手
当

が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
め

に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
が
必
要
な
方

○�

中
学
２
年
・
３
年
生
の
子
を
も
つ
保

護
者
。

○�
こ
れ
ま
で
、
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手

当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
保
護
者
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

Ⅰ
印
鑑
。

Ⅱ�

請
求
者
の
保
険
証
。
（
厚
生
年
金
加

入
証
明
書
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
）

Ⅲ
請
求
者
名
義
の
通
帳
。

＊�

Ⅱ
・
Ⅲ
は
、
中
学
１
年
生
ま
で
の
子
ど

も
が
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
た
方
は
不
要
で
す
。

■�

申
請
期
限　

９
月
30
日
ま
で
に
申
請

さ
れ
た
方
は
、
４
月
分
ま
で
遡
っ
て

支
給
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
に
申
請

さ
れ
た
方
は
、
申
請
し
た
月
の
翌
月

分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

■�

申
請
・
問
合
先　

福
祉
対
策
課
子
育

て
支
援
係
☎
73
‐
３
１
２
１

子
ど
も
手
当
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か
？

　日出町出会おう会
が行う５回目の上映
会です。
　皆さんが気軽に楽
しめる場を提供した
いと、活動を続けて
います。
　活動をさらに充実
させるために、ご希
望の映画や、その他
の企画等のアイデア
も募集しています。

●�上映日　9月10日
 （金）13時 30分～
●�ところ　町保健福
祉センター
●�問合先　日出町出
会おう会（丸山）
☎ 73－ 1282

ビデオ上映会

�

制度改正や手続きなどの、暮らしに役立つ情報をお知らせします
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っ
て
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た
い
町
政
情
報



地引網で獲れたチヌ。今年一番の大物

豊
岡
・
森
子
ど
も
会
交
歓
キ
ャ
ン
プ

新
し
い
友
達
が
い
っ
ぱ
い
で
き
た
！

別れを惜しむ子どもたち

　

江
戸
時
代
に
玖
珠
町
・
旧
森
藩

の
飛
び
地
が
豊
岡
地
区
に
あ
っ
た

縁
で
、
玖
珠
町
の
森
地
区
と
豊
岡

地
区
の
子
ど
も
会
が
交
歓
キ
ャ
ン

プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
交
歓
キ
ャ
ン
プ
は
今
年
で

35
回
目
を
数
え
、
91
人
の
子
ど
も

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
は
２
日
間
の
日
程
で

行
わ
れ
、
初
日
の
８
月
８
日
に

は
、
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ

た
後
、
豊
岡
島
山
海
岸
で
地
引
網

漁
を
体
験
し
、
チ
ヌ
や
ア
ジ
、
タ

チ
ウ
オ
な
ど
が
網
に
か
か
り
ま
し

た
。

　

獲
れ
た
魚
は
夕
食
に
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
や
天
ぷ
ら
、
刺
身
な
ど
し
て

味
わ
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
旧
日
出
藩
と
旧
森

藩
の
歴
史
的
な
関
係
を
学
ん
だ

り
、
魚
釣
り
を
し
た
り
し
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

豊
岡
小
学
校
５
年
の
佐
藤
翔
吾

く
ん
が
「
地
引
網
漁
が
楽
し
か
っ

た
。
玖
珠
町
の
友
達
が
た
く
さ
ん

で
き
た
。
ま
た
一
緒
に
遊
び
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

10

TOWN TOPICS
まちの
わだい 町内であった「あんなこと」、「こんなこと」を

お知らせするコーナー
情報提供はこちら
総務課広報広聴係☎ 73－3150　FAX 72－7294



盆踊り大会の様子

優
勝
旗
を
持
ち
帰
る

消
防
操
法
大
会
・
結
団
式

決意表明をする黒谷分団長

大会出場報告に来庁した中学生

全国大会に出場する選手ら

衣
装
を
揃
え
て
踊
る

納
涼
盆
踊
り
大
会

ベ
ス
ト
を
尽
く
す

全
国
・
九
州
大
会
出
場
報
告

　

県
体
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

と
し
て
、
九
州
大
会
出
場
を
決
め

た
町
内
の
中
学
生
10
人
が
、
８
月

３
日
、
大
会
出
場
報
告
に
役
場
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

日
出
中
学
校
か
ら
は
、
陸
上
競

技
に
１
人
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

に
７
人
、
大
神
中
学
校
か
ら
は
、

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
に
２
人
が
出

場
し
ま
す
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
で
大
会
へ

出
場
す
る
脇
こ
な
ぎ
さ
ん
（
３
年

　

８
月
22
日
、
日
出
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
商
工
会
主
催
の
納
涼
盆
踊
り

大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
企
業
や

団
体
、
62
チ
ー
ム
３
３
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
ご
と
に
衣
装
を
揃
え
、
中

に
は
ひ
ょ
っ
と
こ
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
な

ど
ユ
ニ
ー
ク
な
衣
装
で
参
加
。

　

盆
踊
り
大
会
で
は
、
踊
り
の
技
術

や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
衣
装
な
ど
が
審

査
さ
れ
、
優
秀
な
チ
ー
ム
に
は
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
盆
踊
り
の
後
に
は
花
火
が

打
ち
上
げ
ら
れ
、
参
加
者
は
夏
の
風

物
詩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

８
月
10
日
、
役
場
で
大
分
県
消

防
操
法
大
会
出
場
隊
結
団
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
に
は
、
消
防
団
第
２
分

団
第
２
部
が
出
場
。
昨
年
行
わ
れ

た
日
出
町
操
法
大
会
で
優
勝
し
、

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

結
団
式
で
は
、
工
藤
町
長
、
安

部
団
長
、
本
多
消
防
署
長
が
「
大

会
で
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」
と

激
励
し
、
黒
谷
分
団
長
が
「
大
会

で
は
も
て
る
力
を
存
分
に
発
揮

し
、
優
勝
旗
を
日
出
町
に
持
ち
帰

り
ま
す
」
と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

生
）
が
、
「
大
会
で
は
ベ
ス
ト
を
尽

く
せ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
」

と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
８
月
中
競
技
ご
と
に

九
州
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
、
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
県
大
会
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
と
し
て
、
全
国
大
会
出

場
を
決
め
た
「
ナ
ザ
レ
ト
の
家
」

の
入
所
者
と
監
督
が
、
大
会
出
場

報
告
に
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
10
月
に
千
葉
県
で
開

催
さ
れ
、
陸
上
競
技
に
２
人
、
ボ

ー
リ
ン
グ
競
技
に
１
人
が
参
加
し

ま
す
。
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９月５日(日)	日出児玉病院	 72－2724
　　12日(日)	矢野小児科医院	 72－1011
　　19日(日)	鈴木病院	 73－2131
　　20日(月)	サンライズ酒井病院	 72－2266
　　23日(木)	大石内科医院	 72－2121
　　26日(日)	岡田内科クリニック	 28－0101
10月３日(日)	日出中央医院	 72－2534
　　10日(日)	日出児玉病院	 72－2724
　　11日(月)	八重眼科医院	 73－1221

●休日当番医
※診療時間  ９：00～17：00
※�発行後に変更になる場合があります。各医療機関や日出町健
康増進課☎73－3130にご確認ください。

ポ
リ
オ
の
予
防
接
種

　

予
防
接
種
を
受
け
る
た
め
に
は
、
原

則
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

　

仕
事
等
で
、
保
護
者
が
同
伴
で
き
な

い
場
合
に
は
代
理
の
方
で
も
よ
い
で
す

が
、
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
の
分
か
る

方
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
護
者
が
同
伴
で
き
な
い
場

合
に
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。
委
任
状

は
福
祉
対
策
課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■�

と
き　

10
月
７
日
（
木
）
・
19
日

（
火
）
・
27
日
（
水
）
13
時
～
13
時

30
分

■
と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■�
接
種
対
象
者　

生
後
３
カ
月
～
７
歳

５
カ
月
児

■
持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳

■�

問
合
先　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援

係
☎
73
‐
３
１
２
１

両
親
学
級
の
開
催

　

町
で
は
、
こ
れ
か
ら
出
産
を
迎
え
る

妊
婦
さ
ん
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
妊

娠
中
の
過
ご
し
方
・
出
産
・
育
児
に
つ

い
て
の
知
識
や
関
心
を
深
め
る
た
め

に
、
両
親
学
級
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
家
族
の
方
と
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

■�

と
き　

10
月
24
日
（
日
）

　

10
時
～
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
期
限　

10
月
14
日
（
木
）

■
持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳

＊�

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■�

申
込
・
問
合
先　

福
祉
対
策
課
子
育

て
支
援
係
☎
73
‐
３
１
２
１

９
月
は
健
康
増
進
お
よ
び

食
生
活
改
善
月
間

　

特
定
健
診
に
て
発
見
さ
れ
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
健
康
を
損

な
う
ひ
と
つ
の
原
因
で
す
が
、
運
動
や

食
事
と
い
っ
た
生
活
習
慣
に
気
を
付
け

る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

健
康
へ
の
知
識
と
関
心
を
深
め
、
い

く
つ
に
な
っ
て
も
健
康
で
明
る
く
生
活

を
送
れ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

ま
た
、
自
分
は
も
ち
ろ
ん
家
族
や
友

達
な
ど
と
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り

を
行
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

●
車
に
頼
ら
ず
で
き
る
だ
け
歩
く

　

一
緒
に
運
動
で
き
る
仲
間
を
増
や

し
、
車
に
頼
ら
ず
、
で
き
る
だ
け
歩
き

ま
し
ょ
う
。

　

目
安
は
10
分
間
で
１
千
歩
で
す
。

　

健
康
を
維
持
す
る
に
は
、
１
日
１
万

歩
を
歩
く
と
よ
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
始
め
て
、
だ
ん

だ
ん
と
距
離
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

●�

野
菜
が
不
足
し
な
い
よ
う
に
バ

ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る

■�

野
菜
が
不
足
し
な
い
よ
う
に
（
１
日
約

３
５
０
ｇ
）
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
。

　

野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
で
、

食
べ
過
ぎ
や
便
秘
を
防
ぎ
、
暑
さ
に
負

け
な
い
身
体
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

背筋を伸ばし
て、胸をはる

歩幅は大きく、
早足で歩く

視線を遠くして、
あごを引く

腕を大きく振る
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児童館へおいで！

さざんか児童館	 ☎７２－８３８３

■親子グループ活動
　�9月の活動　○0、1歳児クラス　7・14・
28日　 ○3～5歳児クラス　8・15・22
日　 ○2歳児クラス　9・16・30日
■絵本の読み聞かせ　
　11日（土）10時30分～
■トランポリンで遊ぼう　20日（月）9時～
■砂絵を作ろう　
　23日（木）10時～・13時～
■集まれ！ちびっこ
　24日（金）10時30分～　町中央公民館
■ちびっこ映画祭（はれときどきぶた）
　29日（水）15時～　
■赤ちゃん広場（0歳児・200円）
　10月4日（月）10時30分～

日出町地域子育て支援センター
	 ☎２８―１２１２

■子育て広場・子育て相談
　月～金9時～16時
■出張子育て広場（0歳～就学前）
　9月17日（金）10時～12時
■赤ちゃん広場（0歳～）
　9月3・8・16・22日10時～12時

日出町児童館	 ☎７２―０３２３

■親子リトミック教室（乳幼児）
　�7日（火）11時～12時　ボールを持参。
今年度申込をしていない方は要申込。
■たのしい絵本読み聞かせ（乳幼児）
　17日（金）11時15分～11時45分
■集団積み木で遊ぼう（小学生）
　22日（水）15時～16時30分
■ベビーとママの３B体操（0歳児）
　29日（水）11時～12時
　�バスタオル持参。体操のできる服装で来
てください。

【
食
育
レ
シ
ピ
】

「
れ
ん
こ
ん
と

き
の
こ
の
じ
ゃ
こ
炒
め
２
人
分
」

（
１
日
に
必
要
と
さ
れ
る
量
の
半
分
の

野
菜
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

■
材
料　

れ
ん
こ
ん
１
４
０
ｇ
／
人
参
60
ｇ
／

干
し
椎
茸
10
ｇ
（
４
枚
）
／
ピ
ー
マ

ン
60
ｇ
（
２
個
）
／
し
め
じ
80
ｇ
／

干
し
椎
茸
の
も
ど
し
汁
大
さ
じ
２
／

ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
10
ｇ
／
酒
大
さ
じ

２
／
し
ょ
う
ゆ
小
さ
じ
２
／
に
ん
に

く
４
ｇ
（
１
か
け
）
／
サ
ラ
ダ
油
適

量

■
作
り
方　

①�

れ
ん
こ
ん
は
皮
を
む
き
、
半
月
の
薄

切
り
に
し
、
酢
水
に
さ
ら
す
。
人
参

は
皮
を
む
き
半
月
の
薄
切
り
に
す

る
。
干
し
椎
茸
は
戻
し
て
せ
ん
切
り

に
す
る
。
ピ
ー
マ
ン
は
千
切
り
、
し

め
じ
は
石
づ
き
を
除
い
て
小
房
に
わ

け
る
。

②�

フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、

①
を
炒
め
、
も
ど
し
汁
を
加
え
て
煮

る
。

③�

ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
を
加
え
て
炒
め
合

わ
せ
酒
を
振
り
入
れ
さ
ら
に
炒
め

る
。
野
菜
が
し
ん
な
り
し
た
ら
し
ょ

う
ゆ
と
お
ろ
し
た
に
ん
に
く
を
加

え
、
香
り
が
野
菜
に
う
つ
っ
た
ら
火
を

消
し
、
器
に
盛
る
。

「
み
ん
な
と
健
康
お
話
し
隊
」

が
行
く

　

９
月
か
ら
各
地
区
を
、
管
理
栄
養
士

等
が
巡
回
し
、
健
康
や
食
事
に
つ
い
て

の
講
話
を
行
い
ま
す
。
希
望
が
あ
れ
ば

個
別
相
談
も
行
い
ま
す
。
実
施
の
詳
細

に
つ
い
て
は
後
日
、
回
覧
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
。

■�

問
合
先　

健
康
増
進
課
長
寿
健
康
係

☎
73
‐
３
１
３
０
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高
齢
者
の
行
方
不
明
は
社
会
へ
の
警
鐘

　

東
京
都
内
で
高
齢
者
の
行
方
不
明
者
が
判

明
し
、マ
ス
コ
ミ
で
大
き
く
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
の
後
、調
査
を
行
な
う
中
で
全
国
各

地
で
も
行
方
不
明
者
が
見
つ
か
り
、そ
の
人

数
た
る
や
相
当
数
に
上
る
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
も
１
１
３
歳
、１
１
１
歳
な
ど
と
報

じ
ら
れ
て
お
り
、こ
の
間
、関
係
者
の
誰
も
が

確
認
の
方
途
を
講
じ
ず
に
経
過
し
た
こ
と

は
、誠
に
残
念
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。以

前
か
ら
消
息
不
明
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、近

親
の
絆
、地
域
社
会
の
疎
遠
、行
政
の
あ
る
べ

き
姿
な
ど
に
大
き
な
課
題
を
提
起
し
た
と
い

え
ま
す
。

　

日
出
町
で
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、

現
在
９
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
中
に

７
人
の
方
が
新
た
に
１
０
０
歳
の
仲
間
入
り

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、年
々
確
実
に

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

日
出
町
で
は
77
歳
の
喜
寿
、88
歳
の
米
寿

に
お
祝
い
を
届
け
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、９
月

の
敬
老
の
日
前
後
に
は
、幹
部
職
員
で
手
分

け
し
て
、90
歳
以
上
の
方
に
粗
品
で
す
が
お

祝
い
の
品
を
添
え
て
家
庭
訪
問
を
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
区
長
さ
ん
た
ち
の
お
骨
折
り
で
、敬

老
の
日
を
中
心
に
し
て
地
区
毎
に
慶
祝
行
事

を
行
っ
て
お
り
、少
し
で
も
地
域
の
絆
を
深

め
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

る
と
、家
庭
、施
設
、病
院
に
お
ら
れ
る
方
そ

れ
ぞ
れ
で
す
が
、お
許
し
を
い
た
だ
い
て
、当

日
寿
状
と
記
念
品
を
携
え
て
在
所
地
を
訪
問

し
親
し
く
ご
挨
拶
を
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
情
報
の
保
護
、外
部
か
ら
の
介
入
の

限
界
な
ど
多
く
の
支
障
が
あ
り
ま
す
が
、こ

れ
を
克
服
し
、家
庭
、地
域
社
会
、行
政
が
連

携
し
、高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
さ
ら
に
取
り
組
む
責
務
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。

　

警
察
庁
生
活
安
全
企
画
課
が
平
成
21
年
中

に
お
け
る
家
出
の
概
要
を
発
表
し
て
い
ま

す
。そ
れ
に
よ
る
と
同
年
中
に
捜
索
願
を
受

理
し
た
家
出
人
は
、８
万
１
６
４
４
人
で
、前

年
に
比
べ
る
と
３
０
９
５
人（
３
．７
％
）減

少
し
た
と
あ
り
ま
す
。性
別
で
は
、男
性
が
５

万
１
８
２
８
人
、全
体
の
63
．５
％
を
占
め
、

成
人
・
少
年
別
で
は
、成
人
が
６
万
２
３
０
０

人
で
全
体
の
76
．３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

年
齢
別
家
出
人
は
10
～
19
歳
が
１
万
８
５

７
９
人
で
全
体
の
22
．８
％ 

、次
い
で
20
～
29

歳
で
１
万
３
８
６
６
人
、17
．０
％
、30
～
39

歳
で
１
万
２
５
０
６
人
、15
．３
％
、70
歳
以

上
で
１
万
１
７
０
７
人
、14
．３
％
の
順
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

原
因
・
動
機
別
家
出
人
は「
家
庭
関
係
」が

全
体
の
22
．２
％
、次
い
で「
疾
病
関
係
」が

16
．１
％
、「
事
業
・
職
業
関
係
」が
12 

．４
％
、

異
性
関
係
が
３
．３
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
う
ち
平
成
21
年
中
に
所
在
が
確
認
さ

れ
た
家
出
人（
捜
索
願
が
提
出
さ
れ
て
い
た

者
）は
７
万
９
９
３
６
人
で
、前
年
に
比
べ
１

２
６
８
人
１
．６
％
増
加
し
て
い
ま
す
。昭
和

50
年
代
の
行
方
不
明
者
は
10
万
人
を
超
え
て

い
た
よ
う
で
す
の
で
、当
時
か
ら
す
れ
ば
相

当
に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
で
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。今
回
の
問
題
は
、家
出
人
な

の
か
そ
う
で
な
い
の
か
不
明
で
す
が
、行
政

の
課
題
と
し
て
心
し
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

遺
棄
さ
れ
た
子
供
た
ち

　

最
近
、気
に
な
る
こ
と
は
、小
さ
な
子
供
が

長
期
に
わ
た
り
育
児
放
棄
さ
れ
死
亡
し
た
こ

と
で
す
。近
所
の
方
の
話
で
は
子
供
の
泣
き

声
を
再
三
に
わ
た
り
耳
に
し
て
お
り
、何
ら

か
の
対
処
が
出
来
な
か
っ
た
の
か
と
心
が
痛

む
思
い
で
す
。若
い
母
親
に
責
任
が
あ
る
と

言
う
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
複
雑
な
問
題

も
多
々
あ
る
よ
う
で
す
。

　

本
年
５
月
に
入
っ
て
藤
原
地
区
の
若
い
女

性
の
皆
さ
ん
か
ら
懇
談
会
を
と
の
要
請
が
あ

り
ま
し
た
。懇
談
会
の
主
旨
は
藤
原
地
区
で

夏
休
み
期
間
中
の
子
ど
も
の
保
育
体
制
が
整

っ
て
い
な
い
の
で
対
応
し
て
欲
し
い
と
い
う

も
の
。

　

話
し
合
い
を
重
ね
た
結
果
、要
望
に
応
え

て
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
臨
時
的
に
児

童
ク
ラ
ブ
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。働
く
母
親
の
要
望
に
応
え
て
当
面
は
14

名
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
対
応
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。今
後
の
正
式
な
対
応
は
、平
成

23
年
度
予
算
編
成
の
中
で
具
体
的
な
対
応
を

考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

男
子
未
婚
率
は
30
歳
～
34
歳
代
で
40
％

　

今
年
10
月
１
日
を
期
し
て
国
勢
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。日
出
町
に
お
け
る
こ
の
７
月
末

現
在
の
住
民
基
本
台
帳
上
の
人
口
は
、２
万

８
６
０
５
人
で
す
が
、今
回
の
国
勢
調
査
結

果
で
果
た
し
て
増
減
が
ど
う
な
る
か
注
目
さ

れ
ま
す
。

　

前
回
と
同
様
に
住
民
基
本
台
帳
上
の
人
口

比
較
で
は
、９
０
０
人
近
く
の
増
加
で
す
が
、

10
月
の
調
査
結
果
は
果
た
し
て
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。と
こ
ろ
で
平
成
17
年
の
調
査

結
果
で
大
変
気
に
な
る
数
値
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
未
婚
者
が
30
～
34
歳
の
男
子
で
40

％
、女
子
で
28
％
、50
～
54
歳
の
男
子
で
10
．

９
％
と
な
っ
て
お
り
、男
子
の
未
婚
者
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
詳
述
す
る
と
、35
～
39
歳
の
男
子

28
．４
％
、40
～
44
歳
の
男
子
21
．８
％
、45
～

49
歳
の
男
子
14
．７
％
と
な
っ
て
お
り
、女
子

に
比
べ
て
男
子
に
お
い
て
高
い
比
率
で
未
婚

者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
等
で
婚
活
な
ど
と
称
し
て
話
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
の
数
字
を
見
る
限
り

で
は
、も
っ
と
男
女
交
際
の
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

以
前
は
職
場
や
地
域
社
会
で
或
い
は
親

戚
、知
人
で
仲
人
役
を
買
っ
て
出
る
方
が
い

ま
し
た
し
、ま
た
教
育
委
員
会
や
行
政
の
組

織
の
中
に
結
婚
を
お
世
話
す
る
部
門
が
あ
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
最
近
は
す
っ
か
り
影
を
潜
め
、め

っ
き
り
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

行
政
組
織
内
に
結
婚
を
お
世
話
す
る
部
門

を
設
け
、積
極
的
に
結
婚
を
勧
め
た
ら
ど
う

か
と
助
言
し
て
く
だ
さ
る
人
も
い
ま
す
。出

来
れ
ば
設
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
何
か

ご
意
見
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

町
政
だ
よ
り

そ
の
45

日
出
町
長

工
藤　

義
見

14



歴史よもやま話  ⑥

　9月は敬老月間で、区では敬老会
があり、楽しい一日となる。
　江戸時代、脇蘭室先生は、小浦の
お年寄りに若い頃から機会あるごと
に温かい心でいたわり、大切にし、
お祝いの品々を贈った。
　母の「須賀」が、60歳・70歳・
75歳・80歳・82歳の年にはお祝い
事もし、親孝行したという。
　帆足萬里先生は、34歳のとき、日
出藩内の38組144人の親孝行者の名
前と善行を取り上げ「日出孝子傳」
を表し、孝子を励まし、親孝行を称
えた。
　中でも、藤原の井上に住む「傳蔵
さん」は両親によく尽くし、母が
病で亡くなった後は父に尽くした。
親に対する言葉使い、立ち居振る舞
い、礼儀正しさなど、武士でも及ば
ないほどであったという。
　後に、盆踊りの口説きにもなり、
今も謳い継がれている。

　赤松の村岡傳七さんは、安政5
年（1858）7月17日、100歳のと
き、15代藩主木下俊程公の城中に招
かれ、殿様と会食し、夏着物・杖・
木杯・酒肴・１人扶持などのお祝い
をいただき、長寿を祝福された。安
政6年12月20日、102歳で、日出藩
で江戸時代一番の長寿となった。
　「孝行」とは、孝（としより）を
子が背負う＋行（おこなう）、から
きている。

「日出町の歴史・文化」を語る会
魚住　修三　筆

～敬老・親孝行～ 新刊案内
「華恵、山に行く」
  華恵：著  山と渓谷社

「光媒の花」
  道尾秀介：著 　集英社

図書館だより

クライミング、低山、雪山、
そして富士山。エッセイスト
華恵が綴る山の話。

愚かでいとおしい人間の姿を描
く連作群像劇

休館日
6日・12日・13日・20日・23日・26日・27日・30日

読み聞かせ
萬里図書館２階おはなしのへやで開催しています。

　●ブーフーウーによる読み聞かせ
　　とき　9月 11日（土）・25日（土）
　　　　　10時 30分～ 11時 30分
　　対象　幼児から小学校低学年

　●ＦＵＭＵＦＵＭＵ（ふむふむ）による読み聞かせ
　　とき　9月 24日（金）　11時～ 11時 30分
　　対象　0歳から 5歳くらいまで

問合先
萬里図書館　72－ 2851

昨年の則次区の敬老会

「神戸ロマンチック案内」
  甲斐みのり：文
  大段まちこ：写真　中央公論新社

「電子書籍元年」
  田代真人：著　
  インプレスジャパン

神戸のロマンチックな場所や
ものを案内

ipadとキンバル、印税70％時
代に何が起きるのか。本・著
者・出版社・書店の姿を語る。
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募 

集

大
学
奨
学
生　

２
次
募
集

　

大
分
県
内
に
住
所
を
有
す
る
方

の
子
弟
で
、
学
校
教
育
法
第
１
条
に

規
定
す
る
大
学
及
び
短
期
大
学
に

在
学
し
、
優
秀
な
資
質
を
有
し
、
経

済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
方

を
対
象
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
日
本

学
生
支
援
機
構
及
び
そ
の
他
団
体

の
奨
学
金
と
併
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

卒
業
後
、返
還
の
義
務
が
生
じ
ま

す
。

▼�

出
願
期
限　

10
月
20
日（
水
）

　

消
印
有
効

▼�

貸
与
期
間　

平
成
22
年
10
月
か

ら
在
学
す
る
学
校
の
正
規
の
最

短
修
業
期
間

▼�

問
合
先　

大
分
県
奨
学
会
☎
０

９
７
‐
５
３
６
‐
１
１
１
１

試 

験

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
試
験

▼�

と
き　

11
月
28
日
（
日
）
９
時

45
分
～
12
時

▼
と
こ
ろ　

大
分
文
化
会
館

▼�

受
付
期
間　

９
月
１
日
（
水
）

～
９
月
17
日
（
金
）

▼�

受
験
手
数
料　

７
，
０
０
０
円

▼�

申
込
・
問
合
先　

上
下
水
道
課

☎
73
‐
３
１
３
４

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

願
書
は
県
消
防
保
安
室
・
県
下

各
地
域
消
防
本
部
予
防
課
な
ど
で

配
布
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
28
日
（
日
）

　

10
時
～

▼
願
書
受
付
期
間

○�

書
面
申
請　

９
月
22
日（
水
）

　

～
10
月
７
日
（
木
）

○�

電
子
申
請　

９
月
19
日（
日
）

　

～
10
月
４
日
（
月
）

▼�

申
込
・
問
合
先　
（
財
）消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐

５
３
７
‐
０
４
２
７

講 

座

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

　

年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

有
料
託
児
あ
り
ま
す
。（
会
員
制
も

有
）

【
ワ
ー
ド
初
級
講
座
】

○�

と
き　

10
月
５
・
12
・
19
・
26

日
（
火
）
10
時
～
12
時

○�
と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー

【
エ
ク
セ
ル
応
用
講
座
】

定 期 相 談
●行政相談

　ところ　役場新館3階332会議室

　と　き　毎月第1火曜日　10時～15時

　問合先　総務課　☎73－3150

●心配ごと相談

　ところ　役場新館3階332会議室

　と　き　毎月第2火曜日　10時～15時

　問合先　福祉対策課　☎73－3121

●心配ごと相談・行政相談合同相談会

　ところ　川崎ふれあいセンター

　と　き　9月21日火曜日　10時～15時

　問合先　総務課　☎73－3150

●障がい児・者等支援相談

　�相談先　社会福祉法人「みのり村」みのり

障がい者生活支援センター　☎72－2818

●障がい児・者生活支援相談

　相談先　太陽の家障害者生活支援センター

　☎72－1682（受付時間：7時～21時）

●高齢者総合相談

　�相談先　日出町地域包括支援センター（健康

増進課内）☎73－3115

●家庭児童・母子婦人相談

　相談先　　福祉対策課　☎73－3121　

●無料人権相談所

　相談先　大分地方法務局杵築支局　

　☎0978－62－2271

●法律相談　（要予約）

　ところ　日出町保健福祉センター　相談室

　と　き　毎月第２・４火曜日（祭日の場合は休み）

　　　　　13時30分～16時30分

　費　用　３０分につき5,000円

　申込・問合先　大分県弁護士会

　☎097－536－1458

　＊�杵築市では毎週金曜日、国東市では毎月

第2・3・4木曜日に開催しています。　
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消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151

すずらんクリニック
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久 寿 会
医 療 法 人

腎臓内科
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○�
と
き　

10
月
７
・
14
・
21
・
28

日
（
木
）
10
時
～
12
時

○
と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
無
料
IT
相
談
】

○�

と
き　

10
月
７
・
14
・
21
・
28

日
（
木
）
13
時
～
15
時

○
と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料　

２
，
８
０
０
円

▼
募
集
期
限　

９
月
17
日（
金
）

▼�

申
込
・
問
合
先　

パ
ワ
ー
ウ
ェ

ー
ブ
日
出
☎
75
‐
８
６
３
７

相 

談

無
料
調
停
相
談
会

　

金
銭
貸
借
、
交
通
事
故
、
土
地

建
物
、
夫
婦
関
係
、
相
続
な
ど
に

つ
い
て
の
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼�

と
き　

10
月
３
日
（
日
）
10
時

～
15
時

▼�

と
こ
ろ　

杵
築
市
役
所
山
香
庁

舎
▼�

問
合
先　

杵
築
調
停
協
会
☎
０

９
７
８
‐
62
‐
２
０
５
２

全
国
一
斉
司
法
書
士
法
律
相
談

　

登
記
、
供
託
、
訴
訟
手
続
等
司

法
書
士
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼�

と
き　

10
月
２
日
（
土
）
10
時

～
15
時

▼
と
こ
ろ　

き
つ
き
生
涯
学
習
館

▼�

問
合
先　

大
分
県
司
法
書
士
会

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７

９
就
職
相
談
会

▼�

と
き　

９
月
29
日
（
水
）
10
時

～
16
時

▼
と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ

　

ー
▼�

内
容　

適
職
診
断
、
就
職
支
援

情
報
の
提
供
な
ど

▼�

対
象　

概
ね
35
歳
未
満
の
求
職

者
及
び
そ
の
保
護
者

＊�

予
約
な
し
の
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
が
、
ご
来
場
が
多
数
の
場

合
は
、
事
前
に
予
約
を
い
た
だ

い
た
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

▼�
問
合
先　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お

い
た
☎
０
９
７
‐
５
４
８
‐
５

７
７
１

表
示
登
記
相
談
会

　

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
が

皆
さ
ま
の
表
示
登
記
に
関
す
る
悩

み
・
相
談
を
受
け
ま
す
。

▼�

と
き　

10
月
９
日
（
土
）
10
時

～
16
時

▼
と
こ
ろ　

き
つ
き
生
涯
学
習
館

▼�

問
合
先　

☎
０
９
７
８
‐
63
‐

６
７
４
５

そ
の
他

九
州
自
動
車
道（
太
宰
府
IC
～
筑

紫
野
IC
）
で
工
事
に
よ
り
大
規
模

な
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

▼�

予
想
日
時　

９
月
１
日
（
水
）

～
12
月
22
日
（
水
）
終
日

▼�

予
想
場
所　

九
州
自
動
車
道

（
太
宰
府
IC
～
筑
紫
野
IC
）

上
下
線

▼�

渋
滞
理
由　

九
州
自
動
車
道
向

佐
野
橋
大
規
模
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

工
事
に
よ
る
昼
夜
連
続
車
線
規

制
▼�

問
合
先　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
向
佐
野

橋
大
規
模
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事

専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１

２
０
‐
１
１
２
‐
７
７
４

簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す

る
た
め
の
「
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー

（
１
台
）」の
無
償
給
付
を
行
い
ま

す
。
必
要
に
応
じ
て
ア
ン
テ
ナ
改

修
等
、
共
同
受
信
施
設
や
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
改
修
経
費
の
支
援
も

	

豊
岡　

赤
山　

ち
ゑ

青
嵐
に
葉
裏
返
し
て
山
の
木
々

　

色
さ
ま
ざ
ま
に
陽
ざ
し
に
光
る

	

豊
岡　

螻
川
内
明
子

寺
池
に
移
植
さ
れ
た
る
古
代
ハ
ス

　

梅
雨
の
晴
間
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
咲
く

	

藤
原　

上
田　

靖
子

弟
の
癌
の
転
移
の
知
ら
せ
う
け

　

新
緑
の
な
か
心
は
晴
れ
ず

	

川
崎　

石
和
ト
シ
コ

壁
に
つ
き
し
ご
み
と
思
い
て
伸
ば
す
手

に　

蝿
取
り
ぐ
も
が
位
置
を
変
え
た
り

	

日
出　

定
平　

勝
義

ふ
れ
あ
い
て　

共
に
お
い
ぼ
れ
意
気
投
合

町
民
文
芸

17

日出中央医院
診療
科目

内科  外科 (ペインクリニック）

院長 佐登 宣仁 顧問 大西韶治
入院施設有

夜間診療・訪問診療有 0977-72-25341

診 療 時 間 月 火 水 木 金 土 日／祝
午前9:00～12:00
午後2:00～ 5:30
夜間5:30～ 7:00

○
○
／

○
○
○

○
往診
／

○
○
／

○
○
○

○
4:00

／

／
／
／

胃腸内科  疼痛緩和内科  麻酔科

まちの掲示板



く
、
紛
失
や
改
ざ
ん
の
心
配
が
な

い
な
ど
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
公
正
証
書
遺
言
に
よ
り
遺

産
相
続
に
伴
う
親
族
間
の
紛
争
を

防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼�

問
合
先　

大
分
公
証
人
合
同
役

場
☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０

８
８
８

日
出
都
市
計
画

日
出
団
地
地
区
計
画

　

日
出
町
で
は
、
日
出
団
地
に
お

い
て
地
区
計
画
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
説
明
会
を
開
催
し
、
問
題
点
や

方
向
性
を
取
り
ま
と
め
た
う
え
で

町
の
原
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

原
案
に
係
る
区
域
内
の
土
地
の

所
有
者
及
び
利
害
関
係
者
は
、
縦

覧
期
間
内
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼�

原
案
の
縦
覧
期
間　

９
月
８
日

（
水
）
～
９
月
22
日
（
水
）

▼�

意
見
書
の
提
出
期
間　

９
月
８

日
（
水
）
～
９
月
30
日
（
木
）

▼�

原
案
の
縦
覧
場
所
及
び
意
見

書
の
提
出
場
所　

都
市
建
設
課

☎
73
‐
３
１
７
２

付
加
年
金
を
ご
存
知
で
す
か
？

▼�
申
込
先　

〒
８
７
０
‐
０
１
２

６
大
分
市
大
字
横
尾
１
６
２
９

番
地
（
株
）
大
分
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
『
大
分
県
民
招
待
事

業
係
』

▼�

問
合
先　

大
分
県
文
化
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
☎
０
９
７
‐
５
０
６

‐
２
０
５
６

お
お
い
た
み
の
り
フ
ェ
ス
タ

【
水
産
部
門
】

▼�

と
き　

10
月
16
日
（
土
）
・
17

日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

別
府
市
亀
川
漁
港

▼�

内
容　

産
地
直
売
、
ブ
リ
・
ウ

ナ
ギ
の
つ
か
み
ど
り
等

【
農
・
林
業
部
門
】

▼�

と
き　

10
月
23
日
（
土
）
・
24

日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

別
府
市
別
府
公
園

▼�

内
容　

ふ
る
さ
と
産
直
・
緑
化

木
無
償
配
布
等

▼�

問
合
先　

大
分
県
農
林
水
産
祭

実
行
委
員
会
事
務
局
☎
０
９
７

‐
５
０
６
‐
３
５
４
４

知
っ
て
得
す
る
自
己
免
疫
力

【
健
康
フ
ェ
ア
】

○�

内
容　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
体
内

脂
肪
量
測
定
、
保
健
・
栄
養
指

導
な
ど

○�

と
き　

９
月
12
日
（
日
）
９
時

～
13
時

【
市
民
公
開
講
演
会
】

 

「
笑
医
と
感
動
で

　
　

心
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
」

○�

と
き　

９
月
12
日
（
日
）
13
時

20
分
～
14
時
20
分

▼
参
加
費　

無
料

▼�

と
こ
ろ　

別
府
市
ビ
ー
コ
ン
プ

ラ
ザ

▼�

問
合
先　

大
分
県
臨
床
検
査
技

師
会　

☎
０
９
７
２
‐
22
‐

０
５
４
７

遺
言
書
や
契
約
書
な
ど
は
公
正

証
書
に
し
て
お
く
と
安
心
で
す

　

公
正
証
書
は
、
裁
判
な
ど
で
強

力
な
証
拠
と
な
る
ば
か
り
で
な

行
い
ま
す
。

▼�
対
象　

生
活
保
護
世
帯
や
、
障

が
い
者
非
課
税
世
帯
な
ど
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除

と
な
っ
て
い
る
世
帯

▼�

申
込
受
付
期
限　

12
月
28
日

（
消
印
有
効
）

▼�

問
合
先　

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７

０
‐
０
３
‐
３
８
４
０

大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
へ
県
民
無
料
ご
招
待

▼�

対
象
試
合　

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ

ス
戦　

10
月
23
日
（
土
）

▼
対
象
者　

県
内
在
住
者

▼�

内
容　

ト
リ
ニ
ー
タ
シ
ー
ト
へ

４
，
０
０
０
人
程
度
を
招
待

（
応
募
者
多
数
時
は
抽
選
）

▼�

申
込
方
法　

希
望
者
全
員
の
住

　

�

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
年
齢

（
小
・
中
・
高
校
生
は
学
年
）

を
記
入
し
た
往
復
ハ
ガ
キ
を
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

＊�

１
枚
の
ハ
ガ
キ
に
５
名
ま
で
連

記
可
能
。
未
就
学
児
は
応
募
不

要
。

＊�

返
信
用
ハ
ガ
キ
の
宛
先
に
代
表

者
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
。

▼�

締
切　

10
月
12
日
（
火
）
消

印
有
効

オータムジャンボ宝くじの
賞金は、１等前後賞合わ
せて2億5,000万円。

当たり実感のある小額賞
金も豊富！

9月27日発売！
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今年4月より、上記の新体系事業へ移行いたしました。

社会福祉法人みのり村 日出部

①第１みのり学園
■障がい児施設
■ショートステイ事業

①
②

③
③みのりスマイル
■就労継続支援事業
■就労移行支援事業

②第２みのり学園・白百合園
■生活介護事業
■入所支援事業
■生活訓練事業
■ショートステイ事業
■グループホーム

■みのり障がい者生活支援センター
電話０９７７－７２－２８１８

まちの掲示板



　

毎
月
の
保
険
料
の
ほ
か
に
付
加

保
険
料
と
し
て
月
額
４
０
０
円
を

上
乗
せ
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
権
を
得
た
と
き
に
納
付
月

数
×
２
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま

す
。

　

加
入
で
き
る
の
は
、
国
民
年
金

の
第
１
号
被
保
険
者
の
方
だ
け
で

す
。
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て

い
る
方
は
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

な
お
加
入
後
、
納
付
期
限
ま
で

に
納
付
し
な
か
っ
た
場
合
は
資
格

を
失
い
ま
す
。

▼�

問
合
先　

住
民
課
☎
73
‐
３

１
２
２

JR
九
州
か
ら
の
お
願
い

【
倒
木
災
害
に
対
す
る
鉄
道
沿
線

森
林
管
理
に
つ
い
て
】

　

線
路
近
く
で
工
事
や
作
業
を
行

う
場
合
は
、
事
前
の
協
議
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
常
の

森
林
管
理
に
お
い
て
も
線
路
側
へ

木
が
倒
れ
な
い
よ
う
管
理
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

【
鉄
道
沿
線
に
土
地
を
所
有
さ
れ

て
い
る
方
へ
】

　

線
路
側
の
木
が
線
路
や
電
線
に

倒
れ
た
ら
、
大
変
危
険
な
う
え
列

車
の
運
行
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
事
故
の
場
合
、
損
害
賠

償
を
請
求
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼�

問
合
先　

JR
九
州
大
分
鉄
道
事

業
部
☎
０
９
７
‐
５
１
３
‐
５

８
５
３

求 

人

【
正
社
員
】

●
介
護
職
１
人
●
工
場
内
作
業
員

２
人
●
営
業
事
務
１
人
●
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
成
形
加
工
業
務
の
工
程
管

理
１
人
●
（
障
）
製
造
技
術
１
人
●

（
障
）
経
理
１
人
●
（
障
）
設
計
１

人
●（
障
）生
産
技
術
１
人
●（
障
）

技
術
職
１
人
●（
障
）品
質
管
理
１

人
●
看
護
補
助
１
人
●
自
動
車
板

金
工
１
人
●
作
業
療
法
士
１
人
●

電
気
工
事
士
２
人
●
薬
剤
師
１
人

●
看
護
師
３
人
●
准
看
護
師
２
人

●
総
務
・
業
務
関
係
全
般
１
人
●
看

護
師（
正
・
准
）
１
人
●
（
障
）
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
機
械
製
図
及

び
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
２
人
●
歯

科
衛
生
士
２
人
●
電
気
技
術
者
１

人
●
電
気
工
事
士
２
人
●
養
豚
作

業
員
２
人
●（
障
）自
動
車
部
品
組

立
工
４
人
●
経
理
事
務
３
人
●
電

子
部
品
の
組
立
２
人
●
重
機
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
及
び
土
木
作
業
員
１
人

●
製
造
ラ
イ
ン
管
理
者
１
人
●
電

子
部
品
組
立
工
３
人
●
営
業
８
人

●
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
３
人
●
製
品

管
理
１
人
●
現
場
管
理
３
人
●
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
ン
ジ
ニ
ア
１
人
●

窓
口
受
付
３
人

【
パ
ー
ト
】

●
事
務
１
人
●
販
売
員
５
人
●
看

護
師（
正
・
准
）１
人
●
清
掃
業
務

３
人
●
ち
り
め
ん
選
別
５
人
●
弁

当
の
製
造
及
び
販
売
２
人
●
介
護

職
10
人
●
店
員
２
人
●
成
形
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
１
人
●
魚
洗
い
方
１
人

●
製
品
検
査
員
４
人
●
選
卵
作
業

員
１
人
●
ネ
ッ
ト
通
販
業
務
１
人

●
薬
剤
師
５
人
●
製
造
工
３
人
●

惣
菜
調
整
工
１
人

▼�

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23-

８
６
０
９
日
出
町
商
工

観
光
課
☎
73-

３
１
５
８

お
誕
生
お
め
で
と
う

（　

）内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

甲
斐　

小こ
は
る陽
（
岳
之　

太
田
）

藤
本　

結ゆ

い衣
（
照
久　

中
の
三
）

藤
原　

琴こ
と
の乃
（
信
一　

中
の
三
）

河
野　

眞ま

こ子
（
陽
道　

西
の
一
）

藤
原　

彩さ
や
か夏
（
秀
彦　

日
出
本
町
）

右
田　

結ゆ
う
あ愛
（
佳
万　

佐
尾
）

後
藤　

愛ま
な
み美
（
誠
弘　

上
仁
王
）

封　

彩あ

み実
（
淳　
　

上
仁
王
）

上
村　

虹な
な
と斗
（
優
一　

東
仁
王
）

藤
田　

響ひ
び
き希
（
将
人　

成
行
）

鶴
丸
穂ほ

の

か

乃
花
（
邦
彦　

大
峯
）

宮
本　

竜り
ゅ
う
き騎
（
博
徳　

内
野
）

橋
山　

颯そ
う
た太
（
大
輔　

内
野
）

北
野　

慎し
ん　

 

（
治　
　

上
深
江
）

川
野　

鈴り
ん
な奈
（
忠
昭　

軒
の
井
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　
　
（　

）内
は
行
年
・
地
区
名

阿
部　

セ
イ（
91　

長
野
）

阿
部
美
智
子（
87　

法
花
寺
）

稲
葉　

カ
ヨ（
86　

西
区
）

田
中　

藤
貞（
92　

影
平
）

羽
田
野
宗
人（
81　

八
日
市
）

渡
邊　

恭
男（
78　

上
仁
王
）

末
廣　

嘉
市（
91　

東
部
）

石
本　

尹　
（
91　

中
部
）

安
部
照
八
郎（
77　

赤
松
）

河
野　

國
男（
81　

則
次
）

村
田
ハ
ル
子（
93　

則
次
）

志
村
チ
ヨ
ノ（
93　

内
野
）

鈴
木　

徹　
（
61　

内
野
）

河
野　

公
子（
82　

後
村
）

丸
山　

鐵
信（
60　

牧
の
内
）

大
澤　

初
雄（
82　

原
山
）

＊
７
月
届
出
分（
敬
称
略
）

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
苗
木
の
無
料
配
布

■
と
き　

10
月
中
の
土
・
日
・
祝
日

　

15
時
～

■
と
こ
ろ　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
入
口
前

■�

配
布
予
定
数　

毎
回
１
０
０
セ
ッ
ト

（
種
類
未
定
）

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
特
別
割
引
券

　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
を
特
別
料
金
で
ご

利
用
で
き
ま
す
。
左
の
割
引
券
を
ご
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

■
割
引
に
つ
い
て
の
問
合
先

　

�（
株
）
サ
ン
リ
オ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
☎
73
‐
１
１
５
５

■�

問
合
先　

県
公
園
・
生
活
排
水
課
☎
０

　

９
７
‐
５
０
６
‐
４
６
６
４

パスポートチケット　2,000円
　《おとな・こども（４歳以上）共通　＊通常2,800円》
有効期間：10 月 1日（金）～ 10月 31日（日）

本券をハーモニーランド入口チケット売場に提出す
ると、１枚につき５名様まで割引が受けられます。
＊他割引との併用不可。　＊休園日（7・14・21日）
＊駐車料金は（普通車１回 300円）は別途必要。

　　　　　　　　　　　日出町

ハーモニーランド特別割引券
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／
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／
総

務
課

 
印

刷
／

丸
徳

印
刷

株
式

会
社

Septem
ber

日出町の人のうごき

（　）内は前月比
      　内は今年４月１日比

人　 口 28,605 （＋ 35） ＋ 42
　　　 男 13,677 （－ 4） ＋ 12
　　　 女 14,928 （＋ 4） ＋ 30

世帯数 11,379 （＋ 5） ＋ 22
南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（＋ 1）
（＋ 9）
（＋ 9）
（－ 10）
（－ 11）
（＋ 2）

319
7,228
5,855
3,827
5,863
5,513

平成22年8月1日現在の
　　　�住民基本台帳の登録人口

　
「
伝
統
の
踊
り
を
絶
や
さ

な
い
た
め
に
、
後
世
に
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
話
す
の
は
、

地
域
の
方
た
ち
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
盆
踊
り
の
指
導
を
続

け
て
50
年
に
な
る
笠
置
八
重

子
さ
ん
。

　

盆
踊
り
が
好
き
だ
っ
た
母

の
影
響
も
あ
り
、
小
さ
い
頃

か
ら
踊
る
の
が
大
好
き
だ
っ

た
と
言
い
ま
す
。

　

若
い
頃
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
の

ア
マ
チ
ュ
ア
県
大
会
で
優
勝

す
る
ほ
ど
の
腕
前
で
、
プ
ロ
を
目
指
そ
う
と
考
え

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。「
で
も
、
や
っ
ぱ
り
自
分

は
踊
っ
て
い
る
と
き
が
楽
し
い
」
と
、
40
歳
で
踊

り
の
教
室
を
開
き
、
民
謡
や
舞
踊
の
指
導
者
と
し

て
の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　

毎
年
、
８
月
に
な
る
と
町
内
の
企
業
や
地
域
に

出
向
き
盆
踊
り
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

も
８
月
２
日
か
ら
、
21
日
に
開
催
さ
れ
た
「
日
出

町
商
工
会
盆
踊
り
大
会
」
の
前
日
ま
で
踊
り
の
指

導
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
埋
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
毎
年
本
当
に
忙
し
い

ん
で
す
よ
」
と
話
す
笠
置
さ
ん
。「
若
い
頃
に
ボ
ウ

リ
ン
グ
で
体
を
鍛
え
た
せ
い
か
元
気
だ
け
は
い
い

ん
で
す
。
何
よ
り
、
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
る
の

が
一
番
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

二
つ
拍
子
、
三
つ
拍
子
、
六
調
子
、
佐
衛
門
の

４
種
類
の
踊
り
を
教
え
な
が
ら
時
間
が
あ
れ
ば
、

日
出
音
頭
も
教
え
て
い
ま
す
。

　

日
出
音
頭
は
笠
置
さ
ん
が
小
さ
い
頃
、
町
民
が

気
軽
に
歌
っ
て
踊
れ
る
よ
う
に
と
、
日
出
町
出
身

の
作
曲
家
菅
隆
氏
が
作
曲
し
た
も

の
で
、
　
以
前
は
小
中
学
校
の
運
動
会

や
地
区
の
体
育
祭
な
ど
で
踊
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
、
踊
れ
る

人
も
少
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

２
年
前
、
日
出
町
に
ゆ
か
り
の
あ

る
歌
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
「
故
郷
の

歌
」が
製
作
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
豊

の
船
の
会
」
が
企
画
し
製
作
し
た
も

の
で
、
日
出
音
頭
も
収
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

笠
置
さ
ん
は
、「
昔
か
ら
日
出
町

民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
こ
の
踊
り
を
絶
や
す
わ
け

に
は
い
か
な
い
」
と
、
こ
れ
ま
で
は
残
っ
て
い
る
古

い
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
使
い
な
が
ら
、お
弟
子
さ
ん

た
ち
に
踊
り
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。「
新
し
く
Ｃ
Ｄ

も
で
き
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
ま
た
以
前
の
よ
う
に

多
く
の
町
民
と
一
緒
に
日
出
音
頭
を
踊
れ
る
よ
う

に
広
め
て
い
き
、
後
世
に
残
し
て
い
き
た
い
」
と

活
き
活
き
し
た
表
情
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　情報をお待ちしています
「何かに一生懸命に打ち込んでいる

人」、「目標に向って頑張っている
人」などを紹介するコーナー
「輝くひじ人」に掲載する人の情

報をお待ちしています。
連絡先　総務課広報広聴係

☎ 73‐3150　
FAX72‐7294　

盆踊り大会の様子

笠置八重子さん（80）

藤原西部
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